
提出課：

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 1 項 1 目

その他 一般財源

4,112 0

【補正理由】

・県道大山淀江インター線補償工事設計業務

・県道大山淀江インター線補償工事設計業務

△ 200千円

・県道大山淀江インター線支障下水道施設移転工事 ・県道大山淀江インター線支障下水道施設

　上記設計業務が完了したため、今回工事費を計上する。 3,201千円

・県道大山佐摩線支障下水道マンホール嵩上げ工事 ・県道大山佐摩線支障下水道マンホール

1,111千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助(充当)率 交付税措置率

100％

補正前
県支出金

総合計画における位置づけ

28　私たちの健康な暮らしを支える自然
を守ろう

下水道施設の更新等を行うことにより、事故発生
や機能停止を未然に防止し、安定的に汚水処理
を行う。

「大山町魅力向上の５本柱」
における位置づけ

安心で快適なまちづくり

事業番号 事業名 資本的支出（建設改良費）

事
業
の
目
的

下水道使用者

根拠法令・要綱等

下水道法
地方公営企業法外

対象
（誰、何に対してか）

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

令和７年第７回定例会

議案説明資料 水道課

議案番号 令和７年度大山町下水道事業会計補正予算（第2号）112

資本的支出 建設改良費

－

今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債
今回補正額

4,112

補正理由・事業概要

【1-1.管路建設改良費】

今回補正額の経費内訳

842,543

  嵩上げ工事

【1.建設改良費】

委託料

工事請負費

  移転工事

款-項-目-節-細節 補正額説明名称 補正前の額

　県道大山淀江インター線の改良工事に伴い、支障となる下水道管
路の移転工事等を行う。
　7月に設計が完了し金額が確定したため減額するもの。

　県道大山佐摩線の改良工事に伴い、支障となる下水道マンホー
ルの嵩上げ工事を行う。

1-5-1 4,112工事負担金 17,600


